
平成２９年度も半分と少し過ぎました。残すと

ころ正味５ヶ月あまりとなりました。

前期には、大運動会・中総体・岩中祭・秋季大

会と大きな行事がありました。９月３０日に行わ

れた岩中祭では、全校生徒が一丸となり、さらに

職員も加わり「意和氣の力と心」の想いが結びま

した。感動しました。昨年度を更に上回る来場者

数だったということです。

秋休みを終え、後期となり、生徒会の組織も変

わります。まさしくチェンジの時です。節目です。

心・気持ちを一度リフレッシュ・チェンジし、力

と心を十分にチャージし、目標に向かって果敢に

チャレンジしてほしいと思います。 第Ⅲ期は、「自

分を知り、自他のよさを発見し、よりよい生活と

自己の充実を目指す」ことを目的とした『自己の

充実』期です。後期のチャレンジに期待します。

「彼を知り己を知れば百戦あやうからず」
【孫子】

前期の振り返りと後期の抱負
１年 ＊＊ ＊＊

僕は、前期に様々なことを頑張ってきました。

学級委員長をしたり、いわき市交流での挨拶を

したり、代議委員会への参加など、多くの経験

を積んできました。

その中でも特に印象に残っているのは、先日

行われた生徒会役員選挙です。僕は副議長に立

候補しました。岩城中学校に何が足りないのか、

何が必要なのかを考え、それを解決するための

手立てを全校の前で演説という形で伝えること

ができたと思っています。演説前は、とても緊

張していましたが、責任者の石山暉人さんが僕

のことを一生懸命アピールしてくれたので、と

ても勇気がでました。そのおかげで、本番では

自分の思いを全校に伝えることができました。

暉人さんにはとても感謝しています。また僕と

同じ１年生で生徒会に立候補した三浦紫苑さん

や責任者の渡部快さんの演説にも刺激を受けま

したし、岩城中に対する熱い思いを伝えようと

する先輩方の演説を聴いて、さすが岩城中の先

輩だと改めて思いました。僕にとって本当に良

い経験をさせてもらいました。ありがとうござ

いました。

僕が後期に頑張

りたいことは２つ

あります。１つ目

は部活動です。僕

たち男子バスケッ

トボール部は、地

区の秋季大会で準

優勝という成績を残し、県大会にいくことがで

きます。地区の代表として、声をしっかり出し

て、チームを盛り上げながら自分のできるプレ

ーを精一杯頑張りたいと思います。そして１試

合でも多く勝ってきたいと思います。

２つ目は生徒会です。先日の選挙では当選で

きませんでしたが、岩城中をよくしたいという

思いは変わりません。総務になって、先輩方に

様々なことを教わりながら、よりよい岩城中に

するために全力で頑張っていきたいと思いま

す。

学校の代表である生徒会の一員であることを

強く意識して、自分自身の行動一つ一つが学校

に影響を与えるのだと考え、挨拶や授業、そし

て生活にいたるまで見本となるべく頑張りたい

と思います。

前期の振り返りと後期の目標
２年 ＊＊ ＊

前期で頑張ったことは、部活動と勉強です。

部活動では、総体が終わってから僕たち２年

生の代になりました。先輩として、後輩を引っ

張っていけるように頑張りました。

勉強では、苦手教科を特に頑張りました。国

語と社会が苦手なので、国語は漢字や品詞の復

習を、社会はワークを何度も解いたり、いつも

より集中して授業を受けることを頑張りまし

た。

後期に頑張りた

いことは、部活動

と生徒会活動で

す。

部活動では、秋

季大会が終わり、

春季大会と総体だ

けになりました。これからの冬練習を頑張り、

一日一日を感謝し、楽しみながら、中学校での

野球を少しでも長く続けられるようにしたいで

す。
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生徒会活動で僕は、様々な行事が生徒会中心

で動いていて、すごいな、楽しそうだなと思い

ました。そして、自分もその中心に立ちたいと

思い、生徒会に立候補しました。そして、昨日

の生徒会役員選挙が終わって、生徒会書記長と

なることができました。生徒会役員の一人とし

て、学校全体の模範となるような行動をして、

岩城中学校をよりよい学校にしていきたいで

す。

前期を振り返って
３年 ＊＊ ＊＊

３年生になってすでに半年が過ぎました。こ

の半年間は、私にとってグローバルな視野を養

うことのできた半年間だったと思います。その

活動として大きく二つのことが挙げられます。

一つ目は、ハンガリー訪問です。学校の行事

ではなくとも意欲的にこのような活動に参加し

たことは私にとって大きな一歩になったと思い

ます。また、英語を通して世界の人々とつなが

る喜びや英語の大切さに気づくことができまし

た。

二つ目は、英語

暗唱弁論への挑戦

です。英語暗唱の

練習を一日一日と

こなしていくうち

に英語の楽しさに

気づくことができ

ました。発音やイントネーションを極めていく

うちに本物の英語を話せているという喜びをか

みしめ、また、賞をいただいたことで大きな自

信にもつながりました。

今までを振り返ってみても、自分は本当に英

語が好きなのだと思います。でも今は、自分の

好きなことだけを見つめるときではありませ

ん。一年間の生徒会執行部生活が終わりを迎え

ようとしている今、受験生として何をすべきか

明確になってきました。今までのような楽しい

中学校生活から心を入れ換えて思いっきり勉強

したいと思います。一日、一時間、一分たりと

も無駄にできません。自分の目標に向かって必

死に努力し、三十六期生皆で高校合格を喜び合

いたいと思います。

岩城地域自主防災組織連絡協議会よりお知
らせです。

岩城地域避難訓練を実施します！
～お子さんと一緒に参加しましょう～

平成29年10月21日(土) 午前７時～

岩城地域全域で10月21日(土)午前7時より、避

難訓練を実施いたします。沿岸地域は大津波警

報、その他の地域は土砂災害警報が発令された

場合に、どのように避難するかを確認していた

だく訓練です。

訓練の詳細は、参加する自主防災会・町内会

の各世帯へ市広報10月15日号と一緒に配布いた

します。

災害発生時、ご自宅にいた場合の避難方法、

避難場所など、この訓練を機会にお子様と共に

考え、ご家庭の中で話し合いをしていただけれ

ば幸いです。

また、訓練当日は、ぜひお子様とともに避難

訓練に参加いただきますようお願いします。

☆ 避難訓練で地域の力を育みましょう

当日は、自主防災会や町内会が主体となりま

す。災害が発生したら何をしなければならない

のか、それぞれの地域の中で確認をお願いしま

す。「避難に適切な経路確認」や「参加者同士の

コミュニケーションをとる」など小さなことが、

災害時には地域の大きな力となります。

※ 避難訓練に不参加の自主防災会・町内会も

あります。参加・不参加が不明の場合には、

お手数ですが各町内会長さんか下記までお問

い合わせくださるようお願いします。

【問合せ先】岩城地域自主防災組織連絡協議会

事務局（岩城総合支所振興課）

℡ ７３－２０１１

「保護者アンケート」を配布しました。

このアンケートは、本校の教育活動につい

て、保護者の皆様からご意見を頂戴し、今

後の改善のための資料とさせていただくも

のです。一緒にお渡ししております封筒に

入れて、封をして学校までお届けください。

締切りは、２０日(金)としています。よろ

しくお願いします。


